
学生の皆さんへ 

 

平成３１年度ものづくりリテラシー教育実習募集案内 

科学技術リテラシー教育推進室長 

機械工学科 山田実 

 

１. 募集内容  

本校では、ものづくりリテラシー教育実習を行っています。本実習は「ものづくりリテラシー

教育実習」（本科開講科目（選択）：卒業要件単位には含まず） として実施され、活動終了時に

は単位を認定いたします。以下の内容を見て参加したい学生は、「２．申請方法」に従って応募

してください。 

 ものづくりリテラシー教育実習とは・・・ 

・ 君たちが持っている技術や知識を活かし、科学技術を小中学生や一般の方に分かりやすく伝

える活動です。ぎふサイエンスフェスティバル（１１月１６日予定）など校外でグループ活

動の成果を実演や教室などにより発表します。 

・ グループには、教員による指導、活動場所の提供および支援金の補助を行います。 

・ ５日以上、３０時間以上の活動、１回の学外発表で１単位を認め、１年間で２単位まで、卒

業までに合計１０単位まで認めます。詳しくは学生便覧p.121「岐阜工業高等専門学校ものづ

くりリテラシー教育実習実施要項」を読んでください。なお、平成２９年度は本科７０名，

平成３０年度は４９名に単位が認められました。 

 

２． 申請方法  

裏の募集テーマを見て希望テーマを選択し、６月１１日（火）までに下記申込書を学生課へ提

出するかOffice365のフォーム（下記QRコード）から登録してください。申込書からは個人または

グループでまとめて応募しても構いません。テーマの詳しい内容を知りたい場合は各担当教員に

聞いて下さい。 

６月１２日（水）15:00から図書館多目的ホールでガイダンスを予定していますので、申請者は

出席してください。都合が悪い場合は事前に担当教員に連絡しておいてください。 

 

３．問い合わせ先 

科学技術リテラシー教育推進室長 機械工学科 山田実（専攻科棟４階に部屋があります。） 

電子メール myamada@gifu-nct.ac.jp   

----------------- キ ----------- リ ------------- ト ------------ リ ----------------- 

平成３１年度 リテラシー教育実習申込書  （学生課に提出、６月１１日（火）〆切） 

希望テーマ 番号 （    ）テーマ名 （                   ）  

学科 学年 氏名 

   

   

   

   

   



平
成

3
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度
　

も
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づ
く
り

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
実

習
　

テ
ー

マ
一

覧
番

号
学

科
担

当
テ

ー
マ

名
内

容
形

態
募

集
学

生

1
機

械
工

学
科

山
田

　
実

動
く
ロ

ボ
ッ

ト
を

L
E
G

O
で

つ
く
ろ

う

L
E
G

O
 M

in
ds

to
rm

sを
用

い
て

L
E
G

O
ブ

ロ
ッ

ク
で

作
る

ロ
ボ

ッ
ト

や
車

な
ど

の
教

材
を

開
発

し
、

組
み

立
て

テ
キ

ス
ト

を
製

作
し

ま
す

。
ロ

ボ
ッ

ト
や

車
は

モ
ー

タ
や

歯
車

で
動

か
し

ま
す

。
L
E
G

O
ブ

ロ
ッ

ク
の

組
み

立
て

教
室

を
通

し
て

小
中

学
生

に
機

械
の

機
構

、
歯

車
、

リ
ン

ク
な

ど
機

械
を

構
成

す
る

要
素

お
よ

び
仕

組
み

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

工
作

全
学

科
の

学
生

2
電

気
情

報
工

学
科

所
　

哲
郎

ひ
ら

め
き

パ
ズ

ル
教

室
平

面
パ

ズ
ル

・
立

体
パ

ズ
ル

を
作

成
し

、
解

い
て

貰
う

教
室

を
運

営
し

ま
す

。
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

な
ど

、
今

年
度

は
問

題
の

可
視

化
を

強
化

し
ま

す
。

工
作

予
定

定
員

3
名

程
度

。
学

年
・
学

科
問

わ
ず

。
複

数
回

開
催

さ
れ

る
活

動
の

中
で

１
回

以
上

の
学

外
活

動
に

参
加

で
き

る
学

生

3
電

気
情

報
工

学
科

羽
渕

　
仁

恵
も

の
づ

く
り

理
科

教
室

太
陽

電
池

等
や

光
に

関
す

る
教

材
を

使
い

小
学

生
（
3
〜

6
年

生
）
に

工
作

教
室

を
行

な
い

ま
す

。
教

室
で

は
工

作
の

他
、

発
電

や
光

の
仕

組
み

を
説

明
も

児
童

に
分

か
り

や
す

く
説

明
し

ま
す

。
教

室
の

詳
細

は
、

次
を

参
照

く
だ

さ
い

。
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.g
if
u
-
n
c
t.
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.jp
/
e
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c
/
h
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u
c
h
i/
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m
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/

工
作

予
定

定
員

5
名

程
度

。
学

生
学

科
問

わ
ず

。
複

数
回

の
学

外
の

活
動

に
参

加
で

き
る

学
生

4
電

気
情

報
工

学
科

飯
田

　
民

夫
理

科
工

作
教

室
小

型
の

太
陽

電
池

と
モ

ー
タ

ー
を

利
用

し
た

発
電

に
関

す
る

教
材

を
自

分
達

で
作

成
し

、
小

中
学

生
を

対
象

に
も

の
づ

く
り

理
科

工
作

教
室

を
開

催
し

ま
す

。
ま

た
教

室
で

は
動

作
や

発
電

の
原

理
を

分
か

り
や

す
く

発
表

で
き

る
技

術
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
工

作

予
定

定
員

7
～

8
名

程
度

。
工

作
教

室
に

興
味

が
あ

れ
ば

、
知

識
、

学
科

な
ど

は
問

わ
ず

。
複

数
回

の
学

外
の

活
動

に
参

加
で

き
る

学
生

5
電

気
情

報
工

学
科

田
島

　
孝

治
位

置
情

報
と

G
P

S

小
中

学
生

向
け

に
G

P
S
や

セ
ン

サ
ー

を
活

用
し

た
シ

ス
テ

ム
の

仕
組

み
を

説
明

す
る

た
め

の
実

験
を

考
え

実
施

し
ま

す
。

実
施

場
所

は
大

垣
市

情
報

工
房

で
8
月

ま
た

は
9
月

ご
ろ

の
実

施
で

す
。

こ
れ

ま
で

に
、

G
P

S
を

使
っ

た
お

絵
か

き
や

iB
e
ac

o
n
を

使
っ

た
宝

探
し

な
ど

を
作

っ
て

き
ま

し
た

。
簡

単
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
作

り
ま

す
の

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
知

識
が

あ
る

と
良

い
で

す
が

、
興

味
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
大

丈
夫

で
す

。

実
験

予
定

定
員

は
専

攻
科

1
,2

名
、

本
科

は
4

～
5
人

程
度

。
学

科
、

学
年

は
問

わ
な

い
。

適
宜

質
問

に
き

て
く
だ

さ
い

。

6
電

気
情

報
工

学
科

田
島

　
孝

治
誰

で
も

作
れ

る
簡

単
Io

T

Io
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を

手
軽

に
体
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す

る
、

o
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（
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ブ
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イ
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）
と

い
う

マ
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コ
ン

ボ
ー

ド
が

あ
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ま
す

。
こ

れ
を

使
え

ば
だ

れ
で

も
簡

単
に

"
ワ

イ
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レ
ス

で
動

く
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作
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こ
と

が
で

き
ま

す
。

今
回

は
、
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ハ
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、
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よ
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簡
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お
も

ち
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製
作

に
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ま
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。
小

中
学

生
向

け
に

簡
単

な
工

作
の

授
業

を
行

え
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

工
作

予
定

定
員

は
専

攻
科

1
名

、
本

科
は

5
～

6
名

程
度

で
す

が
、

多
少

前
後

し
て

も
大

丈
夫

で
す

。
J
av

as
c
ri
pt

と
い

う
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
言

語
を

使
い

ま
す

。

7
電

子
制

御
工

学
科

北
川

　
輝

彦
カ

メ
ラ

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
画

像
処

理
し

て
み

よ
う

！

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
自

動
運

転
等

、
現

在
の

社
会

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
り

続
け

る
リ

ア
ル

タ
イ

ム
画

像
処

理
。

こ
れ

ら
の

基
礎

技
術

を
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

し
て

遊
び

な
が

ら
学

び
ま

す
。

ま
た

P
C

が
あ

れ
ば

家
で

も
継

続
し

て
出

来
る

内
容

で
す

。
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

予
定

定
員

4
、

5
名

程
度

。
学

年
・
学

科
問

わ
ず

。
水

曜
日

の
４

限
目

に
参

加
で

き
る

学
生

。

8
環

境
都

市
工

学
科

廣
瀬

　
康

之
地

震
防

災
減

災
地

震
防

災
・
減

災
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

は
構

造
耐

震
、

液
状

化
、

津
波

な
ど

に
関

す
る

教
材

を
設

計
・
製

作
し

、
体

験
型

教
室

を
行

い
ま

す
。

設
計

・
製

作
・
実

験
・
プ

レ
ゼ

ン
全

学
科

の
学

生

9
環

境
都

市
工

学
科

廣
瀬

　
康

之
ペ

ー
パ

ー
ク

ラ
フ

ト
教

室
橋

や
車

両
等

を
モ

デ
ル

に
小

中
学

生
に

対
し

て
工

作
教

室
を

行
い

ま
す

。
工

作
全

学
科

の
学

生

実
際

の
活

動
の

様
子

（
笠

松
町

歴
史

未
来

館
）

実
際

の
活

動
の

様
子

（
ぎ

ふ
サ

イ
エ

ン
ス

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
）




